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特集　和泉キャンパス新図書館
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1　既存和泉キャンパスのもつ課題と新図書館計画
　図書館整備前の和泉キャンパスは、年代と意匠性の異なる校舎建築や不
均一な舗装仕上げなどにより景観としての調和に欠けていた。また、豊富
な緑量により見通しが悪いなどの課題もあり、全国から集まる若い感性を
迎い入れるに相応しい環境とするための魅力づくりが必要であると捉えた。
　大学創立130周年に位置づけられた本図書館計画は、正門前に位置する
こともあり、．新図書館を核とし、配置・意匠計画による既存建物との調和、
正門からのアプローチのあり方など、総合的な環境整備を捉えた計画とす
ることで、「新図書館をシンボルとした新たな原風景づくり」の実現を目指
した。
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「新図書館配置計画図』
2　キャンパスの調和と魅力を生み出す配置計画
　まず配置計画では、既存校舎群との調和・正門からのアプローチ軸線・
敷地形状、さらにセンタープラザから第三校舎前の知の庭へつなぐ、「キャ
ンパスのつながり」と「広がりを促すランドスケープ」を捉え、平行四辺
形の建築平面形を導き出した。以下に、新図書館の建設前と建設後のキャ
ンパス内の景観写真を表す。
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（左：建設前、右　建設後）
『正門前』
　　　　建設前：IE門からの様子
『正面アプローチ』
　　建設前：右奥の旧図書館が視界を遮る
『旧図書館・第E校舎前広場』
建設前：視界が通りにくい緑量
建設後：ゲート（正門）とセンタープラザ
建設後：第三校舎まで奥行のある視認性
建設後：センタープラザから続く「知の庭」
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3　図書館コンセプトー人と人・人と情報を結ぶ架け橋
　大学が掲げた新図書館の基本理念は「人と人、人と情報を結ぶ“架け橋
（LIASON・リエゾン）”」である。
　それは、従来の図書館としての基本機能を備えた上で、コミュニケーショ
ン、プレゼンテーション、コラボレーション、リラクゼーション機能など
を加え、多様な知的情報と人との交流拠点となりえる図書館を目指したも
のと捉えた。
　さらに、1・2年生の教育の場である和泉キャンパスでは、学内での日常
の学生の居場所となる滞在型図書館としての機能も求められていた。その
ために、図書館としての基本性能である館内の音や光の制御を図り、多様
な利用に対応可能な柔軟性のある空間づくりを基本性能として重視し、設
計に取り組んだ。
知識の創造の場・創造する人々のための新図書館
　　　和泉キャンパスの架け橋（LIAISON）
　　　　　「知の泉」一ラーニングコモンズ
轍い醐騨轍1 ＄一ニンク既謎壕ンズ⑤．
「新図書館：基本コンセプト』
亘0
4．1内部空間の構成：
　　平面外形にそった構造フレームと書架配置
　平行四辺形の外形を基本とした建築構成は、柱と梁による構造フレーム
にとどまらず、天井や床の仕上げ、さらに書架配置までも展開した。構造
の架構形式にそって斜めに構えた書架配列とすることで、本の背が幾重に
も折重なって通路に顔を出し、本が人を迎え入れるような効果を出してい
る。
『本と書架サインが通路から視認しやすい書架配置』
4．2　内部空間の構成：段階的な音のゾーニング
　内部の空間構成では、エントランス、サロンから2階へと続く、活動と
交流のラーニングコモンズとしての空間から、個人の読書・研究・学習を
重視した静寂を要する空間を段階的な音環境のゾーニングとした。
　階層としては「1階から4階へ」、平面的には「入口から奥へ」と進むにつれ、
賑わいのエリアから静寂に満ちた環境を設定した。
　吹き抜け空間や階段などの竪穴は、視線は抜け、音を遮蔽するガラスで
仕切っている。
　音環境が変化するゾーニングに合わせ、音の空間性を視覚的に伝えるた
めに、内装材料や書架などの色調や家具デザインを変化させることで、来
ll
館者が多様な空間の中から目的に応じた居場所を自然に選択できる「視覚
効果によるユニバーサルデザイン化」を図った。
5　活動を表出する外装計画
　内部空間の「活動と静寂」は、外観デザインにおいてもコントラスト（対
比）として表現した。低層部は、半屋外の深いピロティを介し、ラーニン
グコモンズとしての自由なアクティビティある空間性を外部に表出させ、
入ってみたいと思わせる外観を構成した。それに対し、読書や学習・研究
に集中する空間となる上層部では、直射日光を制御し反射光として光を取
り込むライトリフレクターと軒の深い大屋根による外観構成とした。上層
部の陰影の深い平行四辺形の建物ボリュームが宙に浮く、ダイナミクスな
外観を構成した。
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　ライトリフレクターは、柔ら
かな間接光により読書しやすい
環境を生みだし、内部から外部
への視線を通す断面形状と問隔
としている。館内を歩きながら、
また閲覧席に座ってもキャンパ
スの緑を感じられる計画として
いる。交流ラウンジやグループ
学習室といったラーニングコモ
ンズは、内部からも外部からも
活動が見える透明なガラス貼り
とし、互いに刺激を与え合うこ
とで、コミュニケーションとコ
ラボレーションを誘発するよう
計画した。
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6　利用者を優しく包み込む滞在型図書館：内装・家具計画
　館内の内装は、滞在型図書館として「利用者を優しく包みこむ空間」と
するため、天井面や書架側面での木材仕上材とし、躯体仕上面においても
ホワイトコンクリートによる杉型枠化粧打放しでの木質表現を基本とした。
　さまざまな学生利用に対応する図書館として、一人でもグループでも、人・
情報交流あるいは学習・研究のためでも、どのような利用者にも心地よく
滞在することができる各々の空間性に合わせ、素材や家具の色・キャレル
デザインのプライベート性に変化を与えた。
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7　本の力を引き出す空間づくり
　各階の随所に配置した「本に囲まれたラウンジ」や、圧倒的な本の力を
感じさせる「積層集密書庫のショーケース化（ブックタワー：40万冊収容
可能）」などで「本に近い・本を見せる工夫」を重ねることで、来館者の知
識欲と空間の充足感を高める効果を図った。それは「人と人、人と情報を
結ぶ和泉図書館」にふさわしい空間を目指したものである。
　　　　　　ガラス貼りのショーケース化した『積層集密書庫一ブックタワー』
2階から4階まで、各階2総単位で構成し、合計6層の積層集密書庫とした。吹き抜けに面することで、
どのフロアからも蔵書と利用する人の様子を視認できる。
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各階に配置した『本に囲まれたラウンジ』本に近く、本に囲まれた環境で読書する環境として、カジュア
ルで楽しい家具とともに本に親しめる空間づくりとした。
8　図書館としてのサイン計画
サイン計画においては、図書館という特性から特に下記を重視した。
・空間・本と調和し、認知されやすいこと
・開館後の使い勝手の変化・追加にも対応しやすいこと
・機能性に優れ図書館の運用に寄与すること
　そのため、情報伝達内容の変化に対
応することが可能な「デジタルサイネー
ジ」と「リアルサイン」を組み合わせ
全体のサイン計画を行った。
　デジタルサイネージは、タッチパネ
ルによる図書館総合案内や、電子新聞
の閲覧またグループ閲覧室や貸出用PC
ロッカーの利用状況、イベント案内、
開館時間の変更、緊急案内等、時間変
化に対応した多様な最新情報をリアル
タイムに表示することが可能な計画と
した。 『多様な情報に対応：デジタルサイネージ』
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　館内のリアルサインは、認知性を高めた「本や紙をモチーフとした図書
館らしいデザイン」を用いることで、空間に調和した親しみやすいサイン
計画とした。
「本や紙をモチーフとした図書館らしいリアルサイン』
9　まとめ
　和泉図書館の設計プロセスでは、大学関係者と設計者が入念にコミュニ
ケーションを深め、一つのチームとなって取り組んだ結果、従来の図書館
機能に加え、活動を表出させたアクティブなラーニングコモンズの機能を
付加させ、徹底的に本と人の活動を見せながら、空間性に合わせた心地よ
い環境を持っ空間構成が実現できた。
　特に大学関係者の強い熱意とこれまでの経験から積み重ねてきた、飲食
のゾーニング、利用に合わせたサービス重視のカウンター、携帯・計算機
室の設置など、多くの利用する学生の立場に立った工夫と細やかな運営の
アイデアを取り入れられたからこそ、これまでにない先進的な大学図書館
をつくりあげることができたと考える。
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